
ペットにあって、人にない目の構造物って

ご存知ですか？　今回取り上げる瞬膜および

瞬膜腺もその一つです。犬や猫の目には上下

の眼瞼に続いて、3番目に結膜の一部とされる

瞬膜（第3眼瞼）というのがあり、その内部奥

深くには瞬膜腺（第3眼瞼腺）というものがあ

ります。その瞬膜腺の元が切れて突出し、目

頭のところに赤くポコッと顔を出してくるも

のを「チェリーアイ（cherry eye）」といいま

す。見た目がサクランボのように見えるため

でしょうか？

生後3カ月で来院したかわいいチワワのポ〇

リ君も右目がこの病気で、結膜炎を呈してい

ました。この子は小さくて、憂いのある表情

を垣間見せるなど、とても可愛いのですが、

そこはやはりチワワ。チョット気が強いとこ

ろもあり、目の検査時に保定され、時間が少

し長引くと「もういい加減にしてヨ！！」と言

わんばかりに鼻にシワをよせてウ～っとうな

っていました。単純に考えると、この赤いも

のを切り取ればいいように思いがちですが、

とんでもありません。ここでは涙の 30 ～

50％を作っているので、切ってしまうと後に

乾性角結膜炎になる可能性が高いのです。そ

こで、元に戻す手術を行います。手術の話を

したら飼主は心配そうな顔で「手術したら治

るんですか？」と聞かれます。やはり手術と

なると心配ですよね。

ポ〇リ君は当初の予定どおり、朝食抜きで

手術当日に入院してきました。家族から離れ、

お腹も空いて見知らぬ所でとても不安だった

と思います。手術の確認検査が済みひととお

りの処置後、手術に入りました。それから翌

日まで経過観察して支障がないことを確認し、

無事退院となりました。飼主の心配を考える

と、本当にうまくいって良かった、とホッと

するのはいつものことです。

ポ〇リ君は１カ月後に反対の目も発症して

同じ手術を受けました。チェリーアイは両眼

に発症することが多いのですが、その子の持

つ遺伝的要因によると考えられています。
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どう、右目頭にポコンと出てるの。わかりますか？

全国でも数少ない、動物専門の眼科ケアセンター。ここに来院する

さまざまな“患者さん”にまつわるエピソードを紹介します。

えじま動物病院／眼科ケアセンター＊

江島博康 えじま・ひろやす

日本獣医生命科学大学博士課程修了後、

同外科、病院で15年間働き、現職に。

眼科ケアセンターを併設するユニークな

病院（www.ejima-ah.jp）を開いて9年。

＊〒187-0032 東京都小平市小川町2-1344-2

「ぶつかる」という症状は、視力が落ちているか、失明しているかのサインです。網膜の
病気（変性、餝離、出血、低形成など）や白内障、緑内障などが疑われます。

チェリーアイのチワワ
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